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「フル ー トの演奏技能修得亅に関する覚書　 或いは、
“
解釈

”
にっ いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤマ ハ 管楽器テクニ カルアカデミー　若松邦光

音楽 は何か？

音楽はただ人間の聴覚だけに時問を独占させる

音楽は、我々の時間意識をそこへ 全部没入させることを要求する

音楽的持続は r生きられた亅或いは 「体験された1時間である

音楽は推移そのものである （音楽＝持続）

音楽によっ て、時間は聴きとれるものとなり、時問の形態と連続性が感受しえるものとなるp

我々 にとっ て、時間が存在するのは、我々が諸々の緊張とその解消とを経験するからである

時聞が音楽に化すと、これらは総て無関係となり、これらの意味は消えてしまう．

より正確に言うと、無関係とい うより
“

解き放たれる
”

自らの リズムの刻みにより制約されてい るもの を音楽に身を委ねさせリズムから解き放つ 。

これが音楽における、 非日常的時間の世界である

リズムによっ て生命自体が整えられる

その生命の容れ物によっ て も時間は異なる ，

大きいものはゆっ くりと、小さいものはより早く時を刻む．

音楽はこの生成の為に存在する芸術である

リズ ム は生命の基礎である。

反復はリズムの本質では無い

リズムとは、生の緊張が解決することによっ て、新たな緊張が生まれること

（緊張は、一様に持続する必要はない が、新たな危機を生む前に、解決が内在していなければ

ならない）

「未来を創造するものは、すべ てリズムを創造する」

リズムを、時間の均等な分割 （例えば拍子）の問題と考えるのでは無く、む しろ緊張の相互の

関係と考えると、そこに現われる和声の進行 （不協和音 ：緊張　→ 協和音冨解決 ：弛緩〕旋律の

方向がプロ ソディー ［韻律学］の持つ 意味をもっ て登場してくる。

・束された未来を実現する の　＝ 　 観的時間 ＝ 生きた時聞 ＝ 音楽的リズム
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COMPOSITION ＜ compor θ 　 【ラテン語】 （
一
緒に置く）

線 （メロディ
ー）　　 それは、その運動が方向づけられた事を意味する

　　　　　　　　　 線は、運動 と休止の双方を表現してい る

連続する線は
一

つ の方向を指し示す

【生 きた音楽】

生きた生命の基本作用がある

あらゆる生きた部分の絶え間無い衰滅と再構成

1　　 は 卩 ・ ？

　楽譜を生きた音にする行為である。

楽譜をどのように解釈するか、その語法を聞き手に対して表現する行為である

作曲家は頭のイメージを何とか伝えようと記録 ・表現する．

そこには、その人自身の伝えようとする心意気が入っ ている。

この作曲とい う作業の中には、普通の人では理解で きないものを

何とか理解させようと言う苦心がある．

この苦心を，音の始まりから最後の音へ と続くプロセス、どのように変化して い・くかを、

時間の流れとして表現したもの 、それが楽譜である．

観察力や洞察力を音譜とい う記号に直し形態化する。

例えて言えぱ、一幅の絵に景観として閉じ込める。

作品になると、 その時作曲家の頭の中にあっ た細かい ニ ュ アンスはどうして も失われて しまう．

作曲当時の季節の臭い、太陽の輝き、木々の色 etc．．

との ように絵から時間の移動を捉えるか？　 イマ ジネーシ ョ ンを使っ て、作曲家の視点の動き、

移動して行く様を捉え直す。

演奏家は、楽譜とい う 「伝えようとする心意気亅を閉じ込めたフ ォーマ ッ トから、自分の意志

を駆使して必要なもの （作曲家の心象風景）を発見しなければならない。

楽譜とい うフォー・マ ッ トから 「地亅 と 「図」をどの ように相互陥入から浮かび上がらせるか ？

どこにどのような光りを当てるか？

一
見無秩序に見える音を作曲家がどのように組織化したのかを見破る事。ノイズを秩序の中に

どの ように参加させているか。ノイズを排除した美しさだけではなく生成の中に浮かび上がっ

て くる美しさをどのように表現したのか？
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泊 cgs ＝ 　　
’
甬 一一1 マ ・・

フ ォ
ー マ ッ トの認識　 ＝

　　　t
8伝えようとする心意気

＝ 　 プロ セ ス の認識

k　　 　　 　　 　 　

　　　　　　　　
観察者の 移動

イメージの変化

プロ セ ス

の

認　識

⇔
SCORE
　 OR

楽 譜 ⇔
変化の r質亅

　の 記述  

認識す
　高い

移動を

ネー
シ ョ ン

直す

演　奏

rペ ルエ ポ ッ ク とマ ルセルモ イーズ 亅
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　魂の持つ軽さの為s 余分な努力という、無理強いさせる要素を取り除き、魂その ものの持つ

力を最大限に発揮させ、その演奏を閔いている人々を、同じリズムの中に共感させ、あたかも

その音楽を奏でている本人であるかのように聴衆を魅惑する．

（演奏された）生きた音楽には 「生命の基本作用亅のアナロ ジー一を見いだすことが出きる

歴萋の感情とは＿外的運動の中で の ある種の ゆとりと自由自在さの知覚にほかならない．

自由自在な運動とは、
’
　 、 こ　

’
　　 ム 　ようナ　　 Xのであり、いわば、あムかL

め形処 てそこに現われて い るような、次にW W こ、より

高級なゆとりを見い だす＿屈折した線よりも曲線の方が優雅に思えるのは、曲線は絶えず

方向を変えるが、い つ でも新しい方向は、それに先立つ 方向の うちに示されているからで

ある．．．．時聞の歩みをとどめて現在の中に未釆を保つ ．優 雅な運動がリズムにの り、音楽が

それに伴う時 ，，亅 【ペ ルクソン】

r音楽の言語」は、言葉の構成要素と同じように伝競に従う

（あらゆる音楽の不変の法則ではなく、ここで扱う音楽の対象は単にヨーロ ッ パで発達した音

楽の法則に過ぎない ）

ロ　アマ チエ ア

演奏におけるプロ フ ェ ッ シ ョナルとそうで無い もの との違いは何処から来るか？

常に
“

未来を予見させる動き
”
　（ペ ルクソン）を心掛けているプロ フ ェ ッ シ ョナルの場合、

此にはフ ィ
ードフ ォーワードルーブと呼べ るものが介在する

個々の音が未来の方向を予測させるものを内に秘めた運動であり、その瞬時瞬時に発音する音
は、曲全体の中の音として予め考えられる （最適な）可能性の範囲で行なう選択である．

しかし、発音された瞬時後、フ ィード・フ ォーワードで求められた音楽の相とのズレはフ ォ
ー

ワードルーブに フ ィ
ードバ ッ クをかける

演奏の進行にしたがっ て、この 2 つ のタイプが複雑に時間に寄 り添っ て行く．

時間の停止が、即
’‘

死
”

その物を意味しはしないが、演奏行為そのものが、生物界に於ける
‘’

生き物の姿
”

その物であり、此事は、人間としての神経系の
“
生きるもの

”
としてのシ ミュ

レートと同位で有ることを実感する所以である。

アマチユ アの場合、発音と同時にフィードバ ッ クが掛けられればかなり良い演奏が可能である

が．殆 どの場合フ ィードバ ッ クすら覚束ない．

音楽の流れから言うと、フ ィ
ー一ドバ ッ クが掛けられて もその時は既におそしで先の見えない演

奏はぎこちなく、生命のやわらかさを望む術はない 。
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r我々が純粋持続における我 々 の進行を意識すればするほ ど、我々は、自己存在の様々 な部分

が互いの中に入り込み、しかも自己の入格全体が一
つ の点、むしろ

一
つ の尖端に集中し、この

尖端がたえず未来を切り開きながら未来に突き剌さっ てい くの をますます感じる亅

Plus　nous 　prθnons 　conscience 　de　notro 　progrbsdans　la　pure　dur6g，　plus　nous 　sentons 　les　diverses　de

rlotro ◎tre　entrer 　les　unes 　dans　Ies　autres 　et　notre　personalit6　tout　entibre 　so 　concentrer 　en 　un 　pOint，　ou

mieux 　en 　ung 　pointo，　qui　s
’ins前e　dans　1’avθnir　en　l’entamant 　sans 　cesse ．　　Bergson ［EC］666［2021

この尖端こそが、演奏家が取り扱うコ ン トロ ール された不安定状態である。

如何にこの不安定状態を巧みに保つ か．

演奏家の内面若 しくは曲の ドライヴするに当たっ ての眼目がここにある．

発音の際、 発音に適した条件下のみで演奏を行なうと情報量の少ない音つ まり、表現力不足と

言う判断が下される．

そこで、我々は一定の発音条件を保つ 外に、それ以上のエ ネルギーを投入 してやると、生き生

きとして音が会場全体へ 響いてい く．

音の発生からその音の 「破れ亅に至る間での発音の持続が音楽で使用する 「剖 である．

その区間の どの部分を使用するかが演奏者に於ける 「音」に関する解釈とい える。

この 「音」は、旋律の前後の条件に より必ずしも最適値を取 りえない ．

如何に最短時間で最適値に達するかを訓練するのが我々の舞台裏での作業となる．

発音を形作るアンブシャーの筋肉の働きは、フルートの場合

「上唇は柔軟、下唇は安定亅とい う上下不均衡であり、もっ とも繊細な不安定性を作りだして

い る 。

この不安定性のなかでのジャイロ に相当するものが r息の流れ」である。

イメージと演奏が一
対
一

の対応を得られるように練習によっ て修得する。

この制御法の修得により，息の温かさが音の温かさを醸しだし、逆に冷たい音は冷たい息を送

り込むことで可能となる。

此には、ヨガで言うところの息 （呼吸）のコ ン トロ ー一ル と同じディメンシ ョ ンが見える。

また訓練により音楽に関するパラメーターをなめらかに駆動させ るようにする。此事は生命の

営みの柔らかさ （SOUPIess ）と同じ側面をもち生命の働きを実感 ・体験できるからこそ古今

東西音楽は必ず存在していると言う意義の間接的証明なのかも知れない．
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［　 ：1lillllll！ M

我々の練習過程で遭遇するコ ン トロ ールの仕方には．他分野とのアナロ ジ ー が見られる。
r3個以上の変敦をもつ 非線形システムは、インプッ トするエ ネルギー一を段々強くしてい くと、

状態の分岐がおきリミッ トサイクルが出現するj と言うことは演奏の際のアナロ ジーとして捉

えられる。

インプ ッ トエ ネルギーを、発音の際の生きた音を得る為のエ ネルギー供給としてだけで無く、

音楽するときの解釈の際の時聞 （音符の長さ、全体のテンポの設定）、音の運続と音高の関わ
り合いを （ペ ス トと思われる）me−一イメージの 中で繰り返し練習を行ない、何百回とい う繰り

返しの中から、様々な不安定状態が一
つ の

“

メロディ
ーの流れ

’
1として軌道の ように出来上が

っ てくる．　 （その中には、モイーズが語る r「何度やっ ても出現する偏り亅これが解釈上での

個性亅とい う部分も含まれる）

この偏りの中には、更に習熟度が上がると例えばフレーズの第
一
音の扱いをそれまでとほんの

僅か違うように してやると、全体の相ががらりと変化し、その相違は我々 自身の想像をはるか
に越える場合も生じる．

アナロ ジー 2

元来．不安定に聞こえる音楽上の
“
時間の流れ

”
を、閔く人にとっ て解かりやすい状態にまで

統べ 、解釈を通して複雑さをよりシンプルな断面として切り取っ て見せる事が演奏である、

イメPt
ジのみのアナロ ジー・を考えると、ボアンカレ断面とい う手法がこのまま当て嵌まるよう

に思える．

音楽の流れ （バ ー一一モニ ー
の組み合わせ＆音の組み合わせ）の複雑な軌道を時に は目の前に あ

っ たはずの旋律がとんでもない ところか ら顔を出したり、一番遠くにありそうな音がすぐ隣に

出現 したりする．

　このような作曲家の悪戯 （？》は、時間とい う次元を解かりやすく解釈する 〔断面に して表

わす）事であり、時間は 〔トポロ ジー的観点では） 「平面或い は曲面として考えられた空間が

持つ 次元】 とい う事と妙に響き合 う。
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世界の フル ー
トの ス ク

ール

現在 は、他の 音楽世界と同様に イ ン ターナ シ ョ ナル の 傾向に ある。
この べ 一ス となるもの は、19世紀末及び20世紀初頭における フ レンチ ス クールである。音の柔軟性、音色

の 変化、パ ッ セージ の軽やかな演奏がこの ス クール の特徴で ある e

20世紀後半 に なっ て 音量の 増大 を求め る傾向も加味され今 日に い たっ てい る．

迦 の 面で フ レンチス クール はス パ 抜けて い る

音の 安定した供給が出来てい るか ら可能 となる

日本の状況

他の楽器同様、ドイツ圏か らの演奏法が最初に 入っ た，
戦前の SP 鎌音の 名演奏 （特に マ ルセル ・モ イーズ）によりフ レ ンチス クールが次第に浸透して い っ た。

戦後来日する フルーティ ス トの多くが、モ イーズ等の フ レンチスクールの教育を受けて い た為、
昭和の 30年代からはフ レ ン チス クール の影響が多大である．ランパ ル と並んで日本入に 好 まれたニ コ レ

はモ イーズの直弟子であ り、またモイーズとゴーベ ールに師事 してい るジ ョ ネの弟子でもある。

西 欧 日　本

フル ート 笛

空間を響かせ る 線的に突き進む

（ホ ール と言 う室内 ＝ 場所） （ホール性無し）
発音の 本質

閉空問 （人間化された空閏〕 開空間 （自然の中）

エ コ
ー・

ハ 甲 モ ニ ー 音 ：突き通す

卜一ンの狙い

ベ ル
・カン ト

トーンの コ ンセプ トなし

歌 う ， しゃ べ る ・謡う・唄う

タン ギ ン グ タンギン グ無し

音の 立ち上がり

歌い 方 塊のメ ロ デ ィ
ー

線の節
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◎

「音響系 ・光学系に お け る カ オ ス 」

◎
時間・鰈 　 …》 へ 1 亜 ］一 レ 鮴 験 一 時問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 演奏の 聞 　だ まっ て 関い てい る

　　　　　　　　　　「作 品は 演奏 され た時．初めて 完成 する 亅　　　　　　　　　　 畢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 同乗作 用に よる

　　・規範 としての入聞

　　　　　　　テ ン ポ ・ス ピード感e 心臓の鼓動と拍節 との 比較による

　　・釣り合い

　　　　　　　生命活動　　　秩序に向か う流れ　　先を予想 させ る運動

　　・分節

　　　　　　　大きな スケール を 持つ 対象を、人間の 認知に適した、適当な単位 で区切る

　　　　　　　 Pedode ； Sa監z　e賦二＿，．．

　◎　楽譜

　　　　　　 音楽の表現方法 としての手段

　　　　　 「ただその音の並びを書き下すことしか標記方法が無い 」

つ まり、圧縮で き な い 無限列の 有限部分

　　又は、圧縮可能な周期的無限列の 有限部分

と考えられる

隣接する音で も、音譜 の 長 さの
“

単位
”

の 意味が複数ある （ポ リフ ォ ニ ッ クな旋律の場合｝

　　　　【例】 二 声で書 か れ て い る なら

　　　　　　 それを覗 く時間 の
‘’

窓
”

の

　　　　　　 大 きさが二 つ 存在する

　初心者 　 ：　 二 つ の時閏の区別が困難

　　　　　　　一
つ の声部か ら他の声部へ 移行する時、

　　　　　　　それぞれの声部の記憶のモ ードから抜け出せ な くなっ て い る

　上級者　：　時聞の 区別を行なう （← 　区別が閏き取れる まで練習する）

　　　　　　　ハ
ーモ ニ ッ クス 内に有る と、その 中に閉じ込め られて抜け出る專が難しい ので

　　　　　　　倍音列を少 しずらす工夫を して移動してい る

　　　　　　　　　頭 部管のテーパ ー部分がこの 作業を補助して くれて い る （？》
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研究会報告

■　　　　　　　　　　　　　　　　，

1
　

　　
2

フル ー トの 演奏技能修得につ い て

解釈につ い て

演奏技能修得

時

聞
の

取

り

扱

い

・メ トロ ノーム の使用

　　　　　　　　 初心者 ：時問の歩み不均等を制御する為

　　　　　　　　 上級者 ：テンボの
“

引き込み
”

又は曲に メ トロ ノームの刻みが合 う

　　　　　　　　　　　　 （テン ポ ・ル バ ート〕
・フ ォルムに沿っ た曲の流れの 修得 （Satz，Peri。de・ ete．）

・ス タイルのアナリーゼ

Moyse 習熟過程
　 何回やう て も起きる偏 り
＝ 　個性の 部分

（時間も含む）

O 音

○ 奏法

○音色

O 響き

O 解釈

○曲

均質性の追及 （相違が明確化）

柔 らかい 唇　 ← 硬 い 唇 （木管の 奏法）

オーケス トラのパ レ ッ トの 中の 色

音色の変化を求める　 （ドビ ェ ッ シ ー）

Vibratoの使用

作曲家の尊重

音色の変化　 （特に フ ルートの 曲）

フ レーズ毎の色彩

　構成は （どちらかと言うと）ゆるい 力による

生きてい るもの 、い の ち有るもの
一

［亟 虱
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「音響系 ・
光学系における カ オ ス 」

ENTRAINEMENT の AUGUMENT

初心者

上級者

＊　高吹き

＊高吹き （各楽器共通）

肉体の テ ンシ ョ ンの 高 さ と
一

致 （口腔内の 緊張 ・喉の 緊張）

　　　　　↓

　　テン シ ョ ン の分散　→ 　正 しい 音

　　　　　↓

個 々の音のコ ン トロールが可能

（神経、注意力が意図的に分散できる）

基本倍音に対 しその上の 倍音が上方 ヘ ズ レてしま う

【原 因】　 且．イ ン プ ッ ト・ア ウ トプ ッ トが コ ン トロ ー
ル されてい な い

　　　　Z　 コ ン トロール する耳がない （フ ィ
ードバ ッ クがかか らない ）

に於て

の混合を作曲者が意図してい る

の 高 さの 交錯 とメロ デ ィ
ーの 流れ）

奏者は高 さの 変化 で音楽 の流れ （情報の流れ）が 損な われ な い よ う

横へ の流れに注意の意識を心掛ける

訓練されたアン ブ シ ャ ーによる

Air　Reed の 概念 図

特定な

高 さの

抽出

r時間亅の
“
入れ子

”
？ ぐ ＝

上級者 修練を積むと単位当た りの 時閏感覚が拡がる

早いバ ッ セ・一ジ を遅く感じる こ とが出き る
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告報会究研

「ペ ルエ ポッ クとマ ルセル モ イーズ」

私篆版よ り引用
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